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一
"
は
じ
め
に 

 

本
研
究
ノ
+
ト
で
は
作
家
同
盟
岡
山
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
調
べ
"
発
見
さ
れ

た
資
料
の
梗
概
を
ま
と
め
る
K
サ
+
ク
ル
誌
の
巻
号
を
追
い
な
が
ら
"
出
版
ネ
Y
ト

ワ
+
ク
と
地
方
性
を
探
_
て
い
く
K 

岡
山
の
一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
雑
誌
で
残
存
し
て
い
た
の
は
"
j
鋲
l
m
一
九

三
四
年
十
二
月
第
一
巻
第
二
号
s
と
j
中
国
文
芸
l
m
一
九
三
六
年
五
月
第
一
巻
第

二
号
"
一
九
三
六
年
七
月
第
一
巻
第
三
号
"
一
九
三
六
年
十
月
第
一
巻
第
四
号
s
で

あ
る
K
吉
備
路
文
学
館
の
協
力
に
よ
り
"
調
査
を
行
い
"
j
鋲
l
一
冊
m
現
物
で
は

な
く
コ
ピ
+
s
"
j
中
国
文
芸
l
三
冊
m
現
物
s
の
存
在
を
確
認
し
た
K 

 

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
m
以
下
"
作
家
同
盟
s
と
は
"
戦
前
の
日
本
共
産

党
の
指
導
を
受
け
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
の
集
団
で
あ
る
K
主
に
中
央
の
既
に

著
名
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
で
日
本
共
産
党
の
姿
勢
に
賛
同
す
る
者
を
中
心
と
し

て
組
織
さ
れ
て
い
た
K
m
同
盟
員
に
宮
本
百
合
子
"
小
林
多
喜
二
"
中
野
重
治
"
蔵

原
惟
人
"
徳
永
直
な
ど
K
s
作
家
同
盟
は
ソ
ヴ
«
エ
ト
か
ら
の
指
令
を
間
接
的
に
受

け
"
そ
の
文
学
理
論
に
左
右
さ
れ
て
い
た
K
こ
の
頃
は
"
一
九
三
二
年
テ
+
ゼ
草
案

の
影
響
を
受
け
て
い
た
K
日
本
各
地
に
作
家
同
盟
の
支
部
を
作
り
"
サ
+
ク
ル
を
作

り
"
大
衆
に
浸
透
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
K
こ
れ
に
は
大
衆
の
中
か
ら
多
く
の
新

人
地
方
作
家
"
新
人
地
方
詩
人
を
登
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
含
ま
れ
て
い
た
K 

 

つ
ま
り
"
一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
活
動
は
数
々
の
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
も
"
地

方
の
大
衆
の
声
と
い
う
も
の
を
呼
び
起
こ
そ
う
と
す
る
方
向
性
を
持
_
て
い
た
K

と
こ
ろ
が
"
大
衆
化
を
進
め
た
も
の
と
し
て
"
楽
観
的
に
一
九
三
〇
年
代
の
サ
+
ク

ル
活
動
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
K
一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
活
動
の
展
開

と
そ
こ
に
既
に
著
名
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
の
参
加
を
求
め
る
こ
と
は
"
政
治

か
ら
の
知
識
人
役
割
の
否
定
で
も
あ
_
た
K
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
た
ち
は
大
衆

と
同
列
の
一
兵
卒
と
し
て
の
参
加
が
求
め
ら
れ
た
K
そ
れ
は
大
衆
像
の
と
ら
え
損

な
い
で
あ
_
た
K 

一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
活
動
は
"
一
九
二
九
年
の
四
・
一
六
事
件
に

!

１

#

よ
る
日
本

共
産
党
の
瓦
解
"
一
九
三
四
年
四
月
の
作
家
同
盟
解
散
に
よ
_
て
中
央
に
リ
+
ド

さ
れ
た
活
動
と
し
て
は
壊
滅
し
た
K 

 

こ
の
よ
う
な
活
動
の
結
果
"
一
九
三
〇
年
代
地
方
サ
+
ク
ル
誌
は
一
般
的
な
文

学
史
か
ら
は
取
り
残
さ
れ
て
き
た
K
し
か
し
"
一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
活
動
は
"

地
方
が
自
ら
の
手
で
文
学
作
品
を
作
り
"
自
ら
地
方
を
語
ろ
う
と
し
た
文
学
史
の

一
時
期
で
あ
_
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
K 

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
は
一
九
三
〇
年
代
の
岡
山
の
地
方
サ

+
ク
ル
誌
で
あ
る
K 

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
作
家
同
盟
岡
山
支
部
の
活
動
と
サ
ー
ク
ル
誌
『
鋲
』『
中
国
文
芸
』

― 

出
版
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
方
性 

―

萬　

田　

慶　

太
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数
少
な
い
作
家
同
盟
岡
山
支
部
の
先
行
研
究
と
し
て
は
"
水
野
秋
j
岡
山
県
社
会

運
動
史
１
N
１
７
lm
労
働
教
育
セ
ン
タ
+
"
一
九
七
八
年
八
月
s
が
挙
げ
ら
れ
る
K

水
野
は
大
正
期
か
ら
戦
後
に
至
る
ま
で
岡
山
運
動
史
を
叙
述
し
た
K
水
野
秋
は
坂

本
忠
次
ら
と
岡
山
社
会
運
動
研
究
会
を
興
し
て
お
り
"
岡
山
の
研
究
者
間
の
積
極

的
な
交
流
と
"
当
事
者
た
ち
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
"
回
想
の
記
述
な
ど
"
多
く
の
掘
り

起
こ
し
作
業
を
行
_
た
K
本
研
究
ノ
+
ト
も
水
野
と
坂
本
ら
に
負
う
と
こ
ろ
は
非

常
に
大
き
い
K 

 

し
か
し
"
水
野
秋
j
岡
山
社
会
運
動
史
８ 

暗
い
谷
間
で
l
m
労
働
教
育
セ
ン
タ

+
"
一
九
七
八
年
八
月
s
に
お
い
て
"
水
野
は
岡
山
支
部
を
総
括
す
る
形
で
"
以
下

の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
K 

 

い
ず
れ
の
関
係
者
も
|
党
と
と
も
に
}
"
|
党
の
た
め
に
}
と
異
口
同
音
に
の

べ
て
お
り
"
少
な
く
と
も
そ
の
時
点
で
は
|
政
治
の
介
入
}
の
問
題
性
を
い
さ

さ
か
も
疑
う
ど
こ
ろ
か
"
政
治
の
決
定
的
優
位
性
を
強
調
す
る
蔵
原
理
論
を

ほ
と
ん
ど
盲
目
的
に
承
認
し
て
い
た
事
実
を
じ
つ
に
率
直
に
認
め
て
い
る
の

で
あ
る
K
と
な
れ
ば
"
こ
れ
ら
の
運
動
の
本
質
は
"
い
わ
ゆ
る
文
化
運
動
と
い

う
も
の
で
は
な
く
"
政
治
運
動
に
お
け
る
異
色
な
表
現
で
あ
_
た
と
す
ら
い

え
な
く
も
な
い
K 

 

水
野
は
岡
山
支
部
を
|
党
}
や
|
政
治
の
介
入
}
を
疑
わ
な
い
|
蔵
原
理
論
}
"

つ
ま
り
は
|
一
九
三
二
年
テ
+
ゼ
草
案
}
の
盲
信
と
規
定
し
て
い
る
K
そ
れ
は
文
学

研
究
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
|
文
化
運
動
}
で
は
な
く
"
|
政
治
運
動
に
お
け
る
異

色
な
表
現
}
で
あ
_
た
"
つ
ま
り
政
治
運
動
の
文
化
部
門
に
過
ぎ
ず
"
評
価
に
値
し

な
い
と
言
う
の
で
あ
る
K
と
こ
ろ
が
当
時
中
央
に
お
け
る
|
党
}
は
地
下
化
し
て
お

り
"
岡
山
と
は
連
絡
の
取
り
よ
う
が
な
か
_
た
と
推
測
さ
れ
る
K
む
し
ろ
"
中
央
の

|
党
}
か
ら
は
取
り
残
さ
れ
て
い
た
の
が
"
岡
山
の
当
時
の
状
況
で
は
な
い
か
K 

本
研
究
ノ
+
ト
で
取
り
上
げ
る
岡
山
支
部
の
サ
+
ク
ル
誌
は
"
作
家
同
盟
解
散

以
降
の
年
次
の
も
の
で
あ
る
K
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
徳
永
直
ら
の
出
版
ネ
Y
ト
ワ

+
ク
の
方
が
サ
+
ク
ル
誌
に
は
散
見
す
る
K
当
時
の
サ
+
ク
ル
員
た
ち
の
認
識
が

ど
う
で
あ
れ
"
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
中
央
で
は
|
転
向
}
や
崩
壊
し
て
い
た
時
期

に
あ
た
る
サ
+
ク
ル
誌
を
見
て
い
く
こ
と
は
意
味
が
あ
る
K
つ
ま
り
"
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
の
最
後
期
に
お
け
る
"
地
方
の
|
文
化
活
動
}
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
る
K 

本
研
究
ノ
+
ト
で
は
"
第
二
節
で
岡
山
支
部
史
を
ま
と
め
る
K
第
三
節
で
発
見
さ

れ
た
岡
山
支
部
の
サ
+
ク
ル
誌
j
鋲
lj
中
国
文
芸
l
の
目
次
リ
ス
ト
を
掲
載
す
る
K

第
四
節
で
j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
の
雑
誌
ネ
Y
ト
ワ
+
ク
と
地
方
性
の
表
象
を
検
討

す
る
K
第
五
節
で
結
論
を
ま
と
め
る
K 

 

二
"
岡
山
支
部
の
歴
史 

  

ま
ず
"
作
家
同
盟
岡
山
支
部
の
サ
+
ク
ル
活
動
の
概
略
を
紹
介
し
よ
う
K
主
に
"

岡
山
支
部
の
活
動
史
と
し
て
以
下
ま
と
め
る
も
の
は
"
水
野
秋
j
岡
山
県
社
会
運
動

史
８ 

暗
い
谷
間
で
l
m
労
働
教
育
セ
ン
タ
+
"
一
九
七
八
年
十
月
s
と
岡
山
県
社

会
運
動
研
究
会
そ
の
他
の
回
想
の
情
報
に
よ
る
K 

 

岡
山
は
そ
も
そ
も
"
片
岡
鉄
兵
"
片
山
潜
"
難
波
英
夫
な
ど
の
東
京
で
活
躍
す
る

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
を
生
み
出
し
た
土
地
柄
で
あ
_
た
K
そ
の
た
め
"
ま
ず
"
森

田
綾
雄
が

!

２

#

一
九
二
四
年
二
月
に
"
ア
マ
チ
‘
ア
サ
+
ク
ル
組
織
と
し
て
|
岡
山
無
名

作
家
連
盟
}
を
設
立
す
る
K
ニ
‘
ア
ン
ス
と
し
て
は
"
|
岡
山
作
家
同
盟
}
と
す
る
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と
著
名
作
家
の
グ
ル
+
プ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
K
作
家
同

盟
岡
山
支
部
は
こ
の
組
織
の
後
継
に
当
た
る
K 

次
い
で
"
一
九
三
一
年
に
"
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
«
ス
ト
協
会

m
ポ
エ
ウ
s
岡
山
支
部
が
岡
一
太
を

!

３

#

中
心
に
成
立
す
る
K
全
協
の
岡
山
地
区
委
員
会

が
発
達
し
"
松
崎
竜
一
が

!

４

#

同
前
峯
男
に

!

５

#

提
案
す
る
形
で
"
岡
山
プ
ロ
キ
ノ
同
盟
が
で

き
る
K
こ
れ
ら
の
無
名
作
家
連
盟
や
プ
ロ
キ
ノ
な
ど
の
地
方
独
自
の
活
動
が
中
央

と
連
絡
を
つ
け
る
形
で
"
岡
山
支
部
は
設
立
さ
れ
る
K
水
野
秋
は
j
岡
山
県
社
会
運

動
史
８ 

暗
い
谷
間
で
l
m
前
掲
s
に
お
い
て
"
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
K 

 

 

森
田
綾
雄
を
中
心
と
す
る
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
岡
山
支
部
準

備
会
が
発
足
し
た
の
は
"
記
録
の
う
え
で
は
三
一
m
昭
和
六
s
年
一
〇
月
一
〇

日
に
な
_
て
い
る
K|
き
_
か
け
は
私
が
岡
本
武
夫
と

!

６

#

知
り
合
_
て
か
ら
だ
が
"

小
野
治
夫
"

!

７

#

同
前
峯
雄
"
榎
南
謙
一
な
ど
が
主
な
メ
ン
バ
+
だ
_
た
K
活
動
と

し
て
は
政
治
的
な
も
の
が
主
で
"
中
央
と
の
連
絡
は
こ
_
ち
か
ら
つ
け
た
K
創

作
面
で
は
榎
南
の
詩
が
め
だ
_
た
程
度
だ
_
た
}
と
森
田
は
語
る
が
"
厳
密
に

い
う
な
ら
同
前
と
榎
南
は
創
立
時
か
ら
お
く
れ
て
参
加
し
て
い
る
K 

  

岡
山
支
部
発
足
の
|
き
_
か
け
は
私
が
岡
本
武
夫
と
知
り
合
_
て
か
ら
}
と
あ

る
K
中
央
の
回
想
に
あ
る
|
片
岡
鉄
兵
の
弟
子
を
志
願
し
て
い
た
岡
本
武
君
}
m
宇

野
真
佐
男
|
岡
山
プ
ロ
キ
ノ
の
こ
と
}
プ
ロ
キ
ノ
を
記
録
す
る
会
j
昭
和
初
期
左
翼

雑
誌
・
別
巻
l
戦
旗
復
刻
版
刊
行
会
"
一
九
八
一
年
十
一
月
s
と
は
岡
本
武
夫
の
こ

と
で
あ
る
K
岡
山
の
森
田
ら
と
中
央
文
壇
に
連
な
る
岡
本
が
接
触
し
"
作
家
同
盟
岡

山
支
部
は
発
足
し
た
K
中
央
は
岡
本
を
重
要
視
し
た
が
"
岡
山
の
実
質
的
な
ト
Y
プ

は
森
田
だ
_
た
の
だ
ろ
う
K
|
中
央
と
の
連
絡
は
こ
_
ち
か
ら
つ
け
た
}
と
独
自
性

が
う
か
が
え
る
K 

 

一
九
三
一
年
十
月
十
八
日
に
は
"
|
岡
山
コ
Y
プ
}
が
"
森
田
綾
雄
"
松
崎
竜
一

ら
に
よ
_
て
作
家
同
盟
か
ら
さ
ら
に
拡
大
す
る
形
で
設
立
さ
れ
た
K
森
田
の
証
言

に
よ
る
と
|
僕
が
委
員
長
で
岡
本
武
夫
が
書
記
長
で
ス
タ
+
ト
し
た
と
思
う
K
}
と

証
言
し
て
い
る
m
水
野
秋
j
岡
山
県
社
会
運
動
史
８ 

暗
い
谷
間
で
l
前
掲
s
K 

こ
の
頃
"
東
京
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
を
招
い
て
の
岡
山
で
の
講
演
会
が
行

わ
れ
た
K
拙
論
|
貴
司
山
治
撮
影
映
画
j
岡
山
と
高
知
作
家
同
盟
の
講
演
旅
行 

一

九
三
一
"
十
一―

十
二
l
に
つ
い
て
}
m
j
フ
C
ン
ス
レ
ス
l
二
〇
一
五
年
五
月
s

で
論
じ
た
講
演
旅
行
の
映
像
と
合
致
す
る
K
こ
の
講
演
に
つ
い
て
は
"j
山
陽
新
報
l

一
九
三
一
年
十
一
月
十
九
日
朝
刊
に
は
"|
プ
ロ
文
学
と
映
画
の
夕 

秋
田
雨
雀
氏

ら
岡
山
市
公
会
堂
へ
}
と
の
予
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
K
そ
の
他
"
|
黒
島
伝

治
}
の
名
前
も
挙
が
_
て
い
る
が
"
実
際
に
秋
田
や
黒
島
が
来
岡
し
た
か
は
不
明
で

あ
る
K
水
野
も
秋
田
や
武
田
麟
太
郎
な
ど
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
が
"
写
真
や
映
像

に
そ
の
姿
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
K 

 

岡
山
支
部
は
一
九
三
二
年
あ
た
り
に
は
j
突
撃
隊
l
を
"
一
九
三
三
年
に
は
j
装

甲
車
l
と
い
う
サ
+
ク
ル
誌
を
発
行
し
て
い
た
が
"
現
存
し
て
い
な
い
K
四
・
一
六

事
件
が
岡
山
で
も
発
生
し
"
関
係
者
は
一
斉
検
挙
さ
れ
る
K
一
九
三
四
年
に
作
家
同

盟
は
中
央
で
も
解
散
す
る
K
多
く
の
中
央
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
転
向
声
明
が
相

次
ぐ
K
そ
の
後
"
今
回
取
り
上
げ
る
j
鋲
l
と
j
中
国
文
芸
l
が
発
刊
さ
れ
る
K
水

野
秋
j
岡
山
県
社
会
運
動
史
８ 

暗
い
谷
間
で
l
m
前
掲
s
に
は
以
下
の
よ
う
に
記

述
さ
れ
る
K 

 

 
 

三
三
m
昭
和
八
s
年
四
月
一
二
日
の
一
斉
検
挙
に
よ
_
て
壊
滅
し
た
旧
作
家

同
盟
岡
山
支
部
の
メ
ン
バ
+
は
"
三
四
m
昭
和
九
年
s
に
至
_
て
"
ま
た
も
や
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森
田
綾
雄
を
中
心
と
す
る
同
人
雑
誌
j
鋲
l
に
結
集
し
た
K
こ
の
段
階
で
同
前

峯
男
や
榎
南
謙
一
な
ど
が
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
K 

|
こ
の
ま
ま
く
た
ば
_
て
な
る
も
の
か
と
い
う
意
地
が
j
鋲
l
に
結
集
し

た
K
発
行
部
数
は
二
〇
〇
部
で
"
私
が
市
内
の
本
屋
へ
委
託
し
て
歩
い
た
が
"

あ
ま
り
売
れ
な
か
_
た
K
そ
し
て
こ
れ
も
わ
ず
か
三
号
で
弾
圧
さ
れ
"
発
行
で

き
な
く
な
_
た
}
と
森
田
は
語
る
K 

 

同
時
に
"
榎
南
謙
一
は
東
京
で
継
続
し
て
い
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
雑
誌
j
詩
精

神
l
同
人
と
し
て
活
躍
し
は
じ
め
る
K
j
鋲
l
m
一
九
三
四
年
十
月
s
に
は
槇
本
楠

郎
"

!

８

#

貴
司
山
治
な
ど
も
書
い
て
お
り
"
後
述
す
る
中
央
の
雑
誌
の
j
詩
精
神
l
の
ネ

Y
ト
ワ
+
ク
が
生
か
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
K
岡
山
の
サ
+
ク
ル
誌
の
い
ず
れ
か

の
段
階
で
"
榎
南
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
壇
へ
の
登
用
が
行
な
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
K 

j
岡
山
県
史 

第
十
二
巻 

近
代
Ⅲ
l
m
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
"
一
九
八
九
年

六
月
s
に
は
"
項
目
執
筆
者
不
明
な
が
ら
j
中
国
文
芸
l
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い

る
K 

 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
う
ち
"
一
九
三
六
年
m
昭
和
一
一
に
は
j
中
国
文
芸
l

が
発
刊
さ
れ
た
K
こ
の
文
学
雑
誌
を
発
行
し
た
代
表
者
は
守
安
理
で
"
中
国
文

芸
社
は
岡
山
市
野
田
屋
町
に
あ
_
た
K
同
誌
第
一
号
第
三
号
に
よ
る
と
"
こ
の

同
人
に
は
舞
原
浩
一
・
池
宗
一
郎
"
詩
で
は
貝
原
嘉
文
・
田
中
英
士
・

!

９

#

山
崎
斎

・
榎
南
謙
一
"
短
歌
で
は
"
大
山
春
子
・
御
船
幸
枝
・
栗
山
照
一
"
評
論
で
は

糸
岡
研
三
・
小
山
一
太
ら
の
名
前
が
み
え
る
K
こ
の
雑
誌
に
|
救
農
工
事
}
と

題
す
る
創
作
を
池
宗
一
郎
が
載
せ
て
い
る
が
"
一
九
三
〇
年
代
昭
和
恐
慌
下

の
時
局
匡
救
事
業
と
部
落
の
小
作
争
議
の
様
子
な
ど
が
如
実
に
描
か
れ
て
い

る
K 

 

j
中
国
文
芸
l
の
発
行
年
を
確
認
す
る
と
"
少
な
く
と
も
作
家
同
盟
岡
山
支
部
の

活
動
は
弾
圧
を
挟
み
な
が
ら
も
"
一
九
三
六
年
十
月
頃
ま
で
は
継
続
さ
れ
た
K
し
か

し
"
岡
山
支
部
の
活
動
は
常
に
弾
圧
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
り
"
や
が
て
解
体
し
て
い

_
た
よ
う
だ
K 

 

以
上
"
見
て
き
た
よ
う
に
"
複
数
の
岡
山
の
団
体
が
中
央
と
関
わ
り
な
が
ら
設
立

さ
れ
た
の
が
"
作
家
同
盟
岡
山
支
部
で
あ
_
た
K
第
三
節
に
は
"
j
鋲
l
j
中
国
文

芸
l
の
目
次
リ
ス
ト
を
掲
げ
る
K 

 

 

三
"
j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
の
目
次
リ
ス
ト 

  

以
下
"
岡
山
支
部
の
サ
+
ク
ル
誌
で
あ
る
j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
の
目
次
リ
ス
ト

を
示
す
K 

 

◎
j
鋲
l
目
次
リ
ス
ト 

 

j
鋲
l
一
九
三
四
年
七
月
m
第
一
巻
第
一
号
s
m
予
告
の
み
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で

実
際
の
目
次
は
不
明
で
あ
る
K
s 

小
橋
武
|
風
刺
文
学
に
就
い
て
}
m
評
論
s
"
北
川
三
郎
m
森
田
綾
雄
の
ペ
ン
ネ
+

ム
s
|
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
於
け
る
ウ
ル
ト
ラ
左
翼
と
民
主
主
義
}
m
評
論
s
"

榎
南
謙
一
|
春
先
の
足
音
}
m
詩
s
m
他
一
篇
s
"
武
田
一
郎
|
秋
祭
}
m
小
説
s
"

備
前
二
郎
m
瀬
戸
健
一
の
旧
ペ
ン
ネ
+
ム
s
|
児
島
湾
}
m
小
説
s
"
町
田
稔
m
蘇

本
誠
一
郎
の
旧
ペ
ン
ネ
+
ム
s
|
橋
の
上
}
m
小
説
s
"
吉
澤
博
|
泥
濘
}
m
小
説
s
"

池
宗
一
郎
|
或
る
転
機
}
m
小
説
s
"
榎
南
謙
一
|
大
陸
の
青
年
}
m
小
説
s
"
森
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田
綾
夫マ

マ

|
転
身
}
m
小
説
s
"
槙
本
楠
郎
|
子
供
会
}
m
小
説
s 

 

j
鋲
l
一
九
三
四
年
十
二
月
m
第
一
巻
第
二
号
s 

瀬
戸
健
一
|
児
島
湾
}
m
長
編
s
"
蘇
本
誠
一
郎
|
橋
の
上
}
m
長
編
s
"
北
川
三

郎
m
森
田
綾
雄
の
ペ
ン
ネ
+
ム
s
|
転
身
}
m
中
編
s
"
新
島
繁
|
街
を
歩
け
ば
}

m
詩
s
"
榎
南
謙
一
|
秋
}
m
詩
s
"
内
田
博
|
生
活
の
は
し
か
ら
}
m
短
歌
s
"

直
島
毅
一
|
時
感
}
"
吉
澤
博
|
偶
感
}
"
島
田
和
夫
|
政
治
と
文
学
の
こ
と
ゞ
も
}

m
評
論
s
"
槙
本
楠
郎
|
文
学
・
交
遊
・
著
書
}
m
評
論
s
"
貴
司
山
治
|
若
き
作

家
に
求
む
}
m
評
論
s
"
覆
面
戦
士
|
文
芸
射
手
}
"
森
田
綾
雄
|
編
集
後
記
} 

 

j
鋲
l
一
九
三
五
年
第
二
巻
第
一
号
創
作
特
集
号
予
告
m
予
告
の
み
発
見
さ
れ
て
い

る
の
で
実
際
の
目
次
は
不
明
で
あ
る
K
s 

瀬
戸
健
一
|
児
島
湾
}
m
長
編
s
"
蘇
本
誠
一
郎
|
橋
の
上
}
m
長
編
s
"
吉
澤
博

|
亞
斯
}
m
短
編
s
"
直
島
毅
一
|
題
未
定
}
m
短
編
s
"
横
山
純
|
題
未
定
}
m
短

編
s
"
島
田
美
智
子
|
美
辞
}
m
短
編
s
"
榎
南
謙
一
|
雨
雲
}
m
短
編
s
"
北
川

三
郎
m
森
田
綾
雄
の
ペ
ン
ネ
+
ム
s
|
転
身
}
m
中
編
s
"
島
田
和
夫
|
敢
え
て
楽

観
主
義
者
と
な
る
}
m
評
論
s
"
新
島
繁
|
最
近
の
詩
に
就
て
の
感
想
}
m
評
論
s
"

|
文
芸
射
手
}
"
|
雑
記
} 

 

◎
j
中
国
文
芸
l
目
次
リ
ス
ト 

j
中
国
文
芸
l
第
一
巻
第
一
号 

未
発
見 

 

j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
五
月
m
第
一
巻
第
二
号
s 

中
岡
敏
|
馬
}
m
小
説
s
"
岩
下
作
雄
|
清
算
}
m
小
説
s
"
森
田
文
治
|
未
納
米
}

m
小
説
s
"
入
江
清
二
郎
|
水
攻
高
松
城
}
m
第
二
回
s
m
戯
曲
s
"
池
宗
一
郎
|
救

農
工
事
}
m
第
一
回
s
m
中
編
s
"
小
熊
秀
雄
|
甘
や
か
さ
れ
て
ゐ
る
新
進
作
家
}

m
詩
s
"
榎
南
謙
一
|
菜
の
花
月
夜
}
m
詩
s
"
栗
山
照
一
|
う
れ
ひ
}
m
短
歌
s
"

|
|
中
国
の
一
日
}
ス
ケ
Y
チ
募
集
}
"
|
第
一
回
|
文
学
評
論
賞
}
候
補
作
品
に

つ
い
て
}
"
池
宗
一
郎
|
編
集
後
記
} 

 

j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
七
月
m
第
一
巻
第
三
号
s 

舞
原
浩
一
|
捨
て
る
}
m
小
説
s
"
池
宗
一
郎
|
救
農
工
事
}
m
第
二
回
s
m
小
説
s
"

|
ス
ケ
Y
チ
|
中
国
の
一
日
}
}
以
下
"
中
岡
敏
|
倉
庫
}
"
冬
山
加
奈
代
|
妾
}
"

井
川
久
賀
治
|
農
場
}
"
瀬
戸
灼
|
老
母
}
"
樹
斜
通
謹
|
車
中
ス
ケ
ツ
チ
}
"
森

田
文
治
|
乳
母
車
}
"
三
宅
寛
|
宇
野
桟
橋
}
"
那
木
鶴
三
|
優
の
家
}
"
平
松
未

地
子
|
銭
湯
}
"
錦
織
里
二
|
野
道
}
"
山
川
院
一
郎
|
落
日
}
"
三
村
昂
二
|
何

処
へ
行
く
}
"
古
城
草
平
|
木
賃
宿
}
以
上
"
貝
原
嘉
文
|
よ
ろ
こ
び
}
m
詩
s
"

田
中
英
士
|
火
事
}
m
詩
s
"
山
崎
斎
|
雨
の
夜
}
m
詩
s
"
榎
南
謙
一
|
j
母
の

日
l
に
考
へ
た
}
m
詩
s
"
大
山
春
子
|
藺
植
の
歌
}
m
短
歌
s
"
御
船
幸
枝
|
児

島
の
海
}
m
短
歌
s
"
栗
山
照
一
|
う
た
か
た
}
m
短
歌
s
"
糸
岡
研
三
|
今
日
こ

の
頃
}
m
感
想
s
"
小
山
一
太
|
蹴
飛
ば
せ
j
三
号
雑
誌
l
}
m
評
論
s
"
|
東
京

通
信
}
"
入
江
清
二
郎
|
編
集
後
記
} 

 

j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
十
月
m
第
一
巻
第
四
号
s 

糸
岡
研
三
|
密
漁
船
}
m
小
説
s
"
フ
ラ
ン
ツ
・
コ
ペ
+
作
"
早
苗
田
隆
訳
|
連
隊

番
号
}
m
翻
訳
s
"
|
ス
ケ
Y
チ
五
篇
}
以
下
"
高
津
啓
|
土
方
の
一
日
}
"
木
村

潔
|
留
守
}
"
幸
田
衛
|
共
同
田
植
}
"
樹
斜
通
謹
|
車
中
ス
ケ
ツ
チ
}
"
目
黒
良
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朗
|
藺
刈
人
夫
}
以
上
"
新
島
繁
|
ゴ
リ
キ
イ
雑
感
}
m
感
想
s
"
西
崎
晴
男
|
ス

ケ
ツ
チ
文
学
へ
の
到
達
}
m
評
論
s
"
山
崎
斎
|
愛
情
}
m
詩
s
"
稲
岡
高
志
|
歌

わ
ぬ
鸚
鵡
}
m
詩
s
"
森
唯
史
|
久
や
ん
}
m
詩
s
"
城
綺
美
代
|
憂
鬱
な
七
月
}

m
短
歌
s
"
三
村
昂
二
|
十
六
と
言
ふ
年
}
m
短
歌
s
"
新
秋
雑
記
以
下
"
小
山
一

太
|
文
学
イ
ン
チ
キ
}
"
西
尾
欽
一
|
純
情
}
"
糸
岡
研
三
|
観
劇
雑
感
}
"
入
江

清
二
郎
|
鶴
田
知
也
の
|
コ
シ
d
マ
イ
ン
記
}
}
"
池
宗
一
郎
|
さ
い
き
ん
の
弁
}

以
上
"
|
原
稿
募
集
}
"
守
安
理
|
編
集
後
記
} 

 

四
"
j
鋲
l
"
j
中
国
文
芸
l
の
ネ
Y
ト
ワ
+
ク
性
と
地
方
性
の
特
徴 

 

で
は
"
j
鋲
l
と
j
中
国
文
芸
l
の
中
身
に
立
ち
入
_
て
見
て
い
こ
う
K
岡
山
支

部
の
サ
+
ク
ル
誌
に
は
東
京
と
の
ネ
Y
ト
ワ
+
ク
と
地
方
の
表
象
"
両
方
が
立
ち

現
れ
る
K
岡
山
支
部
の
サ
+
ク
ル
誌
は
"
中
央
と
地
方
の
相
互
乗
り
入
れ
の
場
で
あ

_
た
K
岡
山
支
部
員
に
は
"
東
京
へ
の
作
家
活
動
の
展
開
を
目
指
し
た
者
も
い
た
K

逆
に
中
央
の
作
家
た
ち
は
ま
だ
弾
圧
の
手
の
お
よ
ん
で
い
な
い
場
所
と
し
て
地
方

を
見
出
し
た
K
地
元
出
身
の
作
家
た
ち
は
弾
圧
で
受
け
た
傷
を
地
方
で
癒
や
そ
う

と
す
る
傾
向
が
あ
_
た
K 

ま
ず
"
j
鋲
l
と
j
中
国
文
芸
l
の
ネ
Y
ト
ワ
+
ク
性
を
東
京
か
ら
の
寄
稿
文
や

受
贈
雑
誌
の
一
覧
か
ら
見
て
い
こ
う
K 

j
鋲
l
と
j
中
国
文
芸
l
と
関
わ
り
の
深
い
中
央
の
雑
誌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
"
j
文
学
評
論
l
と
j
詩
精
神
l
で
あ
る
K
双
方
と
も
に
"
転
向
期
に
お
い
て
"

作
家
同
盟
の
正
式
な
機
関
誌
で
な
い
形
を
採
る
こ
と
に
よ
_
て
"
当
局
の
眼
を
逃

れ
"
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
継
続
し
て
い
た
K 

j
文
学
評
論
l
は
徳
永
直
や
貴
司
山
治
ら
の
文
学
案
内
社
の
雑
誌
で
あ
る
K
徳
永

や
貴
司
は
当
時
弾
圧
に
よ
り
"
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
主
流
か
ら
は
追
い
や
ら
れ

て
い
た
K
j
文
学
評
論
l
に
は
"
|
党
}
の
地
下
活
動
に
つ
い
て
行
か
な
い
者
た
ち

が
集
結
し
て
い
た
の
で
あ
る
K 

j
詩
精
神
l
は
小
熊
秀
雄
ら
が
中
心
に
な
_
た
雑
誌
で
"
同
様
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

詩
を
継
続
し
て
い
た
K
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
中
心
と
な
_
た
中
野
重
治
は
既
に
転

向
し
て
い
た
K
j
詩
精
神
l
は
政
治
主
張
を
叫
ぶ
ス
ロ
+
ガ
ン
詩
や
中
野
重
治
ら
の

感
情
詩
と
は
別
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
形
を
求
め
て
い
た
K
j
詩
精
神
l
は
政
治
的

イ
ロ
ニ
+
と
し
て
の
散
文
詩
の
可
能
性
を
探
_
て
い
た
の
で
あ
る
K
j
詩
精
神
l
の

執
筆
者
に
は
"
一
九
三
〇
年
代
地
方
サ
+
ク
ル
運
動
か
ら
登
用
さ
れ
た
新
人
が
多

く
い
た
K
徳
永
"
貴
司
ら
の
文
学
案
内
社
が
引
き
取
り
"
j
詩
人
l
に
発
展
す
る
が
"

廃
刊
さ
れ
る
K 

岡
山
で
活
動
が
認
め
ら
れ
る
榎
南
謙
一
も
そ
の
一
人
で
あ
る
K
彼
は
岡
山
支
部

の
一
員
で
あ
る
と
共
に
既
に
活
躍
の
場
を
東
京
に
移
し
て
い
た
Kj
中
国
文
芸
lm
一

九
三
六
年
五
月
s
に
は
"
榎
南
謙
一
|
菜
の
花
月
夜
}
と
い
う
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
K
榎
南
健
一
|
菜
の
花
月
夜
}
は
j
詩
精
神
l
の
後
継
雑
誌
j
詩
人
l
m
一
九
三

六
年
十
月
s
に
再
録
さ
れ
て
い
る
K 

寄
稿
文
の
話
題
に
の
ぼ
_
て
い
る
の
は
"
作
家
同
盟
解
散
以
降
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
の
こ
と
で
あ
る
K 

貴
司
山
治
は
|
若
き
作
家
に
求
む―

―

労
働
者
の
生
活
を
描
け―

―

}
m
j
鋲
l

一
九
三
四
年
十
二
月
号
s
に
お
い
て
"
|
一
九
三
四
年
}
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を

振
り
返
り
"
作
家
同
盟
解
散
以
後
の
出
版
ネ
Y
ト
ワ
+
ク
に
よ
り
"
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

生
活
を
描
い
た
新
人
作
家
を
挙
げ
る
K
そ
し
て
"
|
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
"
小
ブ
ル

ジ
ä
ア
ジ
イ
}
の
転
向
生
活
で
な
く
"|
労
働
者
の
生
活
}
を
描
く
こ
と
を
求
め
る
K

こ
こ
で
は
転
向
文
学
と
は
ま
た
違
う
|
一
九
三
四
年
}
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
提
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起
さ
れ
て
い
る
K
あ
る
程
度
"
ア
マ
チ
‘
ア
文
学
の
領
域
で
は
"
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
が
継
続
し
得
た
K 

岡
山
出
身
で
既
に
著
名
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
作
家
で
あ
_
た
槙
本
楠
郎
も

|
文
学
・
交
遊
・
著
書
}
m
j
鋲
l
一
九
三
四
年
十
二
月
s
に
お
い
て
"
|
こ
ん
な

に
し
て
出
し
て
ゐ
る
の
か
"
と
に
か
く
ナ
ル
プ
解
散
以
後
方
々
か
ら
雑
誌
が
出
て

ゐ
る
K
量
か
ら
観
る
と
"
ナ
ル
プ
の
最
も
力
の
強
大
で
あ
つ
た
頃
の
機
関
誌
に
匹
敵

す
る
の
も
一
・
二
あ
る
K
}

!
１
０
#

と
し
"
作
家
同
盟
解
散
以
降
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の

感
想
を
述
べ
て
い
る
K 

 

小
熊
秀
雄
は
|
甘
や
か
さ
れ
て
ゐ
る
新
進
作
家
}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年

五
月
s
と
い
う
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
新
人
の
状
況
に
対
す
る
自
己
言
及

的
な
詩
を
書
い
て
い
る
K
小
熊
は
|
い
ゝ
加
減
怖
ろ
し
い
現
実
に
／
さ
ら
に
輪
を
か

け
ろ
／
亭
主
の
義
務
を
放
擲
し
て
小
説
を
つ
く
れ
／
ま
あ
五
百
枚
の
小
説
を
毎
晩

抱
い
て
寝
る
さ
"
}
と
自
嘲
的
に
弾
圧
に
ふ
れ
る
K
|
日
本
に
於
け
る
パ
ン
エ
ロ
フ

な
り
が
"
こ
れ
ま
で
何
人
現
は
れ
た
か
"
}
と
サ
+
ク
ル
誌
の
新
人
発
掘
に
も
懐
疑

的
で
あ
る
K|
農
村
調
査
を
口
実
に
／
ふ
る
さ
と
へ
の
帰
心
／
矢
の
ご
と
き
作
家
が

幾
た
り
ぞ
"
}
と
自
己
言
及
パ
ロ
デ
«
を
行
_
て
い
る
K
小
熊
は
|
い
や
ぢ
や
あ
り

ま
せ
ん
か
"
文
学
は
男
子
一
生
の
仕
事
な
り
や
否
や
と
う
た
が
ひ
だ
す
と
は
／
疑

ひ
だ
す
の
は
小
説
を
書
き
始
め
て
／
か
ら
で
は
手
遅
れ
だ
}|
文
学
を
始
め
る
前
に

疑
ひ
給
へ
"
／
そ
し
て
作
家
に
な
る
か
"
／
そ
れ
と
も
さ
つ
さ
と
鞄
を
抱
へ
て
／
保

険
の
外
交
員
に
で
も
な
り
た
ま
へ
"
}
と
サ
+
ク
ル
文
学
に
よ
_
て
文
学
概
念
の
拡

張
を
行
う
K
そ
し
て
"
|
可
哀
そ
う
に
甘
や
か
さ
れ
た
新
進
作
家
よ
}
|
所
詮
イ
デ

オ
ロ
ギ
+
と
い
ふ
／
貞
操
帯
を
も
た
な
い
君
の
作
品
は
／
読
者
に
読
ま
れ
る
た
め

で
は
な
く
／×

淫
さ
れ
る
た
め
に
作
つ
て
ゐ
る
の
だ
K
}
と
買
淫
に
喩
え
て
そ
の
拡

散
性
を
表
象
し
て
詩
は
結
ば
れ
る
K
小
熊
の
詩
は
"
自
己
言
及
的
な
作
品
産
出
の
状

況
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
の
証
拠
と
見
な
せ
る
K 

 

ま
た
"
岡
山
支
部
は
サ
+
ク
ル
誌
を
中
央
の
雑
誌
や
各
地
の
サ
+
ク
ル
誌
と
交

換
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
K
受
け
取
_
た
雑
誌
の
一
覧
を
|
受
贈
雑
誌
}
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
K
|
受
贈
雑
誌
}
か
ら
あ
る
程
度
"
岡
山
支
部
の
雑
誌
ネ
Y
ト
ワ
+
ク

を
推
測
で
き
る
K 

j
鋲
l
m
一
九
三
四
年
十
二
月
s
に
は
|
受
贈
雑
誌
}
と
し
て
"
|
ろ
ん
ど
"
シ

ヤ
ヴ
ア
リ
"
関
西
文
学
"
進
歩
"
錯
綜
"
鞦
韆
"
九
州
文
化
"
短
歌
詩
派
"
白
い
扉
"

砦
"
短
歌
詩
派
"
詩
精
神
"
劇
文
学
"
読
書
"
門
"
文
芸
街
"
文
学
建
設
者
"
麺
麭
"

新
精
神
"
啄
木
研
究
}
な
ど
の
名
前
が
挙
が
_
て
い
る
K 

j
中
国
文
芸
l
m
一
九
三
六
年
十
月
s
に
も
|
受
贈
雑
誌
}
と
し
て
|
学
芸
新
聞
"

新
協
劇
団
"
無
花
果
"
上
毛
文
学
"
台
湾
新
文
学
"
無
名
作
家
"
汎
岡
山
"
新
文
学
"

東
北
文
学
"
関
西
文
学
"
隼
"
車
"
ア
ミ
+
コ
"
文
砦
"
群
"
波
止
場
"
シ
‘
プ
レ

ヒ
コ
+
ル
"
火
曜
日
"
啄
木
研
究
"
芸
術
ク
ラ
ブ
}
が
挙
が
_
て
い
る
K
ま
た
"
j
詩

人
l
m
一
九
三
六
年
五
月
s
の
広
告
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
K 

j
関
西
文
学
l
"
j
東
北
文
学
l
"
j
九
州
文
化
l
は
そ
れ
ぞ
れ
地
方
作
家
同
盟

支
部
下
に
あ
る
サ
+
ク
ル
誌
で
あ
る
K
j
台
湾
新
文
学
l
は
楊
逵
ら
が
創
刊
し
た
著

名
な
も
の
で
あ
る
K
ア
ミ
+
コ
m
jA

M
IK

O

l
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
友
人
の
意
味
s

は
岡
山
で
岡
一
太
が
発
刊
し
て
い
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
雑
誌
で
あ
る
K
こ
れ
ら
の
記

事
か
ら
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
ネ
Y
ト
ワ
+
ク
が
全
国
的
に
出
版
の
上
で
も
存

続
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
K 

次
に
サ
+
ク
ル
誌
の
作
品
の
地
方
性
の
表
象
を
検
討
し
よ
う
K
j
鋲
l
j
中
国
文

芸
l
に
は
"
い
ず
れ
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
い
う
枠
内
で
地
方
性
が
解
釈
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
K
そ
れ
ら
は
"
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
地
方
農

村
理
解
に
拠
_
て
い
た
K
つ
ま
り
"
地
方
は
因
習
深
く
"
地
主
権
力
の
強
い
"
封
建
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制
度
の
領
域
と
し
て
"
表
象
さ
れ
る
K
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
価
値
観
に
お
い
て

は
"
基
本
的
に
地
主
と
貧
農
の
対
立
し
か
見
出
さ
れ
な
い
K
そ
の
方
針
は
戦
後
批
判

さ
れ
た
よ
う
に
"
大
衆
の
と
ら
え
損
な
い
で
あ
_
た
K
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
と
_

て
は
"
大
衆
や
貧
農
は
"
そ
の
集
団
と
し
て
の
利
害
を
集
約
し
て
"
扇
動
す
れ
ば
立

ち
上
が
る
と
"
盲
目
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
対
象
で
あ
_
た
K
農
村
に
は
文
化
の
段

階
が
あ
り
"
現
実
で
出
会
い
"
政
治
的
友
敵
関
係
を
結
ぶ
対
象
は
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な

の
で
あ
る
K 

岡
山
支
部
の
サ
+
ク
ル
誌
は
"
メ
デ
«
ア
と
し
て
"
非
常
に
単
純
な
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
と
し
て
し
か
定
義
さ
れ
な
い
K
雑
誌
の
本
質
は
政
治
的
意
義
に
集
約
さ
れ
"
読
者

層
と
い
う
も
の
を
ほ
と
ん
ど
想
定
し
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
K
地
方
自
身
に
よ
る

地
方
の
表
象
に
お
い
て
も
"
こ
の
枠
組
み
か
ら
出
て
い
な
い
こ
と
は
指
摘
で
き
る
K 

そ
れ
で
も
"
こ
の
当
時
地
方
性
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
意
味
が
あ
_
た
K
地
方
同

人
に
よ
る
創
作
で
あ
る
j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
は
"
地
方
都
市
と
し
て
の
要
素
や
個

人
の
生
き
る
領
域
と
し
て
の
地
方
空
間
の
表
象
が
現
れ
て
い
る
K 

入
江
清
二
郎
|
水
攻
高
松
城
}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
五
月
s
は
|
第
二

回
}
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
|
戯
曲
}
で
あ
る
K
古
戦
場
と
い
う
場
所
に
地
方
性

が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
K
豊
臣
秀
吉
の
中
国
遠
征
を
舞
台
に
"
高
松
城
に
籠
る
一
兵

卒
の
立
場
か
ら
混
乱
と
苦
悩
を
描
い
た
K
|
水
攻
高
松
城
}
で
は
"
毛
利
側
の
兵
が

|
吉
川
"
小
早
川
の
大
軍
が
来
て
く
れ
た
K…

…

し
か
し
"
彼
等
は
ど
ん
な
戦
を
し

た
と
い
ふ
の
だ
K
水
攻
め
を
見
物
に
来
た
の
か
？
}
と
発
言
す
る
場
面
が
あ
る
K
こ

の
台
詞
は
"
岡
山
と
い
う
地
方
で
孤
立
し
な
が
ら
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
活
動
を

続
け
る
自
ら
に
"
敗
軍
の
兵
士
に
仮
託
し
た
も
の
だ
ろ
う
K
援
軍
と
し
て
講
演
隊
を

派
遣
し
た
中
央
へ
の
批
判
に
も
な
_
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
K 

そ
し
て
"
秀
吉
も
中
国
大
返
し
に
す
ぐ
に
取
り
か
か
る
K
高
松
城
攻
め
に
協
力
し

た
百
姓
た
ち
は
不
忠
者
と
な
じ
ら
れ
"
褒
賞
は
払
わ
れ
な
い
K
水
攻
め
を
手
伝
_
た

百
姓
た
ち
は
岡
山
の
大
多
数
の
農
民
大
衆
の
姿
が
比
喩
さ
れ
て
い
る
K|
戦
は
す
ん

だ
K
ど
ち
ら
が
勝
つ
て
も
お
前
達
の
く
ら
し
が
"
よ
く
は
成
ら
な
い
ぞ
！ 

田
や
畑

を
踏
み
に
じ
ら
れ
た
だ
け
だ
K
}
と
の
台
詞
が
存
在
し
て
い
る
K 

|
水
攻
高
松
城
}
は
貴
司
山
治
に
範
を
と
_
た
歴
史
小
説
の
ス
タ
イ
ル
で
描
か

れ
て
い
る
K
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
は
市
場
的
要
素
は
少
な
か
_
た
が
"
形
式
の
反

復
可
能
性
が
あ
_
た
K
貴
司
山
治
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歴
史
小
説
で
は
"
被
抑
圧
者
や

革
命
を
行
_
た
人
物
が
労
働
者
の
ヒ
+
ロ
+
と
し
て
描
か
れ
る
K
貴
司
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
歴
史
小
説
は
大
衆
化
の
方
向
性
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
が
"
こ
の
時
期
は
安

直
な
大
衆
小
説
化
で
あ
_
た
と
中
央
の
状
況
で
は
既
に
否
定
さ
れ
て
い
た
K|
水
攻

高
松
城
}
は
"
崩
壊
し
た
作
家
同
盟
の
方
針
を
す
り
抜
け
"
歴
史
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大

衆
小
説
を
反
復
し
た
も
の
と
読
め
る
K 

中
岡
敏
|
馬
}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
五
月
s
は
"
後
年
の
サ
ラ
リ
+
マ

ン
小
説
の
よ
う
な
"
中
間
階
級
を
対
象
と
し
た
興
味
深
い
短
編
で
あ
る
K
主
人
公
の

龍
介
は
岡
山
で
働
い
て
い
る
が
"
あ
る
日
|
馬
}
に
任
命
さ
れ
る
K
|
馬
}
と
は
"

会
社
に
定
期
券
を
出
し
て
も
ら
い
"
メ
リ
ン
ス
の
衣
料
を
大
量
に
運
ぶ
役
割
で
あ

_
た
K
そ
も
そ
も
当
時
は
衣
料
な
ど
の
搬
出
の
一
部
は
"
鉄
道
輸
送
や
ト
ラ
Y
ク
輸

送
で
は
な
く
"
個
人
輸
送
に
頼
_
て
い
た
ら
し
い
K
龍
介
は
|
馬
}
に
任
命
さ
れ
た

こ
と
を
周
囲
か
ら
|
あ
ん
た
は
ん
く
ら
い
出
世
の
早
い
人
は
珍
し
う
お
つ
せ
}
と
褒

め
ら
れ
る
K
会
社
と
し
て
も
定
期
代
の
出
費
の
あ
る
|
馬
}
は
重
要
な
役
目
で
あ
_

た
K
龍
介
は
大
変
な
苦
労
を
し
な
が
ら
大
量
の
衣
料
を
電
車
に
乗
り
込
ん
で
輸
送

し
"
京
都
ま
で
届
け
る
K
最
後
に
龍
介
は
帰
途
の
大
阪
駅
で
大
量
の
メ
リ
ン
ス
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
K
当
時
の
ラ
Y
シ
‘
ア
ワ
+
の
中
で
衣
料
を
個
人
輸
送
す

る
こ
と
は
不
可
能
に
近
か
_
た
K
資
本
主
義
に
対
す
る
明
瞭
な
反
抗
こ
そ
描
か
れ
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な
い
も
の
の
"
労
働
を
個
人
へ
の
重
圧
の
問
題
と
し
て
測
り
"
描
写
し
た
優
れ
た
短

編
と
言
え
よ
う
K 

|
馬
}
は
恐
ら
く
は
新
人
の
作
で
あ
り
"
文
章
的
に
拙
い
部
分
が
見
受
け
ら
れ

る
K
個
人
の
体
験
を
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
K
サ
ラ
リ
+
マ
ン
小

説
の
よ
う
な
大
衆
の
生
活
体
験
に
拠
_
た
創
作
が
ア
マ
チ
‘
ア
的
に
噴
出
し
た
と

言
え
よ
う
K 

岩
下
作
雄
|
清
算
}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
五
月
s
は
お
そ
ら
く
岡
山
の

廓
で
働
く
女
性
を
題
材
に
し
た
小
説
で
あ
る
K
彼
女
た
ち
は
|
で
も
此
ん
な
とマ

マ

に
ぶ

ち
こ
む
親
が
悪
い
の
"
き
つ
と
"
え
ゝ
き
つ
と
}
と
話
し
合
う
K
女
性
た
ち
は
つ
ら

い
生
活
を
送
_
て
い
る
が
"|
萬
理
ち
や
ん
の
奴
の
よ
う
に
懸
命
で
働
い
た
つ
て…

…

楼
主
肥
し
よ―

―

}
と
そ
の
搾
取
に
も
気
付
い
て
い
る
K
五
年
な
り
辛
抱
す
る
し

か
な
い
と
登
場
人
物
た
ち
は
話
し
合
う
K
あ
る
日
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
|
信
ち

や
ん
}
は
廓
か
ら
脱
走
し
"
そ
の
ま
ま
線
路
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
う
K
|
そ
う
云
へ

ば
"
あ
の
と
き
だ
つ
た
ろ
う
"
汽
笛
が
な
が
い
こ
と
鳴
つ
て
い
た
が
}
と
の
回
想
で

小
説
は
閉
じ
ら
れ
る
K 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
廓
を
描
い
た
小
説
の
例
は
少
な
い
K
|
清
算
}
は
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
"
大
正
期
の
悲
惨
文
学
に
近
い
形
式
を
持
_
て
い
る
K
|
清
算
}
は
"

地
方
と
し
て
の
岡
山
を
"
都
市
化
さ
れ
"
男
性
権
力
の
機
能
す
る
"
悲
惨
な
ジ
C
ン

ダ
+
問
題
の
起
こ
る
場
と
し
て
描
い
た
の
で
あ
る
K 

糸
岡
研
三
|
密
漁
船
}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
十
月
s
は
漁
師
に
取
材
し

た
岡
山
の
地
方
性
を
表
象
し
た
短
編
で
あ
る
K
|
密
漁
船
}
の
主
人
公
・
啓
造
は
漁

師
で
あ
る
が
"
漁
業
組
合
運
動
で
逮
捕
さ
れ
た
経
歴
が
あ
_
た
K
貧
困
か
ら
啓
造
た

ち
は
デ
モ
を
行
い
"
町
長
以
下
に
反
抗
す
る
K
だ
が
検
挙
さ
れ
た
啓
造
は
|
謀
反
人
}

と
し
て
"
村
で
も
白
眼
視
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
K
鷲
羽
山
が
国
立
公
園
に
な
り
"

観
光
客
が
や
_
て
く
る
が
"
期
待
さ
れ
て
い
た
金
は
隣
の
町
で
消
費
さ
れ
"
村
は
豊

か
に
は
な
ら
な
い
K
一
九
三
〇
年
代
の
モ
ダ
ン
な
漁
村
の
状
況
が
表
象
さ
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
K
啓
造
は
友
人
の
漁
師
に
密
漁
を
そ
そ
の
か
さ
れ
"
一
旦
は
断
る
K

だ
が
"
啓
造
の
妻
の
病
状
が
悪
化
す
る
K
啓
造
は
妻
を
|
こ
の
ま
ゝ
死
な
し
た
く
な

い
}
と
考
え
"
密
漁
に
駆
け
だ
し
て
い
く
K
妻
は
啓
造
を
呼
び
止
め
"
取
り
囲
む
村

人
に
む
か
_
て
|
人
を
見
殺
し
に
す
る
の
か―

―

誰
だ
つ
て
お
互
え

マ

マ

の
に
}
と
語

る
K
啓
造
は
密
漁
を
思
い
止
ま
り
"
|
俺
達
は
"
俺
達
の
力
で
"
俺
達
の
生
活
を
築

き
上
げ
よ
う
}
と
再
び
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
小
説
は
終
わ
る
K
岡
山
の
漁
村
の
貧
困

と
因
習
は
リ
ア
リ
テ
«
を
持
_
て
鋭
く
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
K 

|
密
漁
船
}
は
小
林
多
喜
二
の
|
蟹
工
船
}
の
よ
う
な
小
説
に
近
い
と
言
え
る
K

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
岡
山
の
半
農
半
漁
に
立
場
は
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
K
密
漁

と
い
う
犯
罪
領
域
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
近
接
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と

は
"
形
式
の
反
復
と
し
て
興
味
深
い
K
た
だ
し
"
病
床
の
妻
が
起
き
上
が
_
て
"
近

所
の
人
間
に
怒
鳴
り
返
し
"
再
び
運
動
を
志
す
と
い
う
ラ
ス
ト
は
"
弾
圧
後
の
価
値

観
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
K 

 

j
中
国
文
芸
l
は
後
半
で
|
中
国
の
一
日
}
と
い
う
|
ス
ケ
Y
チ
}
特
集
を
開
催

す
る
K
|
ス
ケ
Y
チ
}
は
"
そ
も
そ
も
ツ
ル
ゲ
+
ネ
フ
や
島
崎
藤
村
な
ど
に
お
い
て

試
み
ら
れ
た
ジ
d
ン
ル
で
あ
る
K
形
式
と
し
て
は
古
典
的
な
も
の
で
あ
_
た
K
短
い

文
章
と
リ
ア
リ
ズ
ム
で
"
風
景
を
描
く
も
の
で
あ
る
K 

し
か
し
"
西
崎
晴
男
|
ス
ケ
ツ
チ
文
学
へ
の
到
達―

―

j
中
国
の
一
日
l
に
関
す

る
若
干
の
感
想―

―

}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
十
月
s
に
よ
れ
ば
"
ゴ
+
リ

キ
+
や
彼
|
に
私
淑
す
る
徳
永
直
}
に
よ
_
て
提
唱
さ
れ
た
作
家
同
盟
崩
壊
後
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
で
あ
_
た
K
西
崎
は
j
東
北
文
学
l
の
|
津
軽
の
一
日
}
特

集
m
一
九
三
五
年
月
不
明
s
"
j
文
学
評
論
l
の
|
東
京
の
一
日
}
特
集
m
一
九
三
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六
年
一
月
s
に
"
そ
の
流
れ
を
見
出
し
て
い
る
K
j
文
学
評
論
l
|
東
京
の
一
日
}

特
集
は
徳
永
直
が
リ
+
ド
し
て
い
た
K
徳
永
は
ゴ
+
リ
キ
+
が
そ
の
死
の
直
前
に
"

サ
+
ク
ル
活
動
の
一
環
と
し
て
"
大
衆
に
|
ス
ケ
Y
チ
}
を
行
わ
せ
る
よ
う
"
講
演

し
た
と
し
て
い
る
K 

ソ
連
の
ゴ
+
リ
キ
+
の
伝
聞
情
報
と
j
文
学
評
論
l
の
リ
+
ド
に
よ
_
て
"
|
中

国
の
一
日
}
も
企
画
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
K
こ
こ
で
の
各
地
方
サ
+
ク
ル
の
ス
ケ
Y

チ
文
学
の
特
集
が
"
一
九
五
〇
年
代
サ
+
ク
ル
の
|
記
録
}
運
動
に
つ
な
が
_
て
い

く
K
ス
ケ
Y
チ
と
い
う
形
式
は
"
大
衆
参
加
可
能
な
ジ
d
ン
ル
と
し
て
"
左
派
か
ら

政
治
的
に
再
び
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
K 

ス
ケ
Y
チ
特
集
は
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
七
月
と
一
九
三
六
年
十
月
の
二
回

開
催
さ
れ
た
K
以
下
"
そ
の
内
容
を
少
し
見
て
い
こ
う
K 

井
川
久
賀
治
|
農
場
}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
七
月
s
に
お
い
て
は
"
|
た

れ
が
想
像
し
よ
う
ぞ
／
黒
い
麦
飯
か
ら
白
い
湯
気
が
立
ち
／
固
い
砂
ま
ぢ
り
の
飯

を
焚
く
に
も
赤
い
ほ
の
ほ
／
黒
い
煙
の
出
る
こ
と
を
？
}
と
自
然
美
の
中
に
隠
さ

れ
た
農
村
の
貧
困
を
描
い
た
K 

森
田
文
治
|
乳
母
車
}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
七
月
s
に
お
い
て
"
ど
ぶ

に
落
と
し
た
味
噌
を
拾
お
う
と
す
る
貧
し
い
老
人
の
姿
を
描
い
て
い
る
K
一
つ
の

強
烈
な
印
象
に
よ
_
て
貧
困
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
K 

目
黒
良
朗
|
蘭
刈
人
夫
}
m
j
中
国
文
芸
l
一
九
三
六
年
十
月
s
に
お
い
て
は
"

陽
光
の
差
す
岡
山
の
名
物
で
あ
る
蘭
の
収
穫
が
描
か
れ
た
K
実
際
に
蘭
を
手
に
入

れ
る
の
は
ブ
ル
ジ
ä
ア
で
あ
り
"
|
蘭
刈
}
た
ち
は
貧
し
か
_
た
K
|
蘭
刈
}
は
|
ぼ

い
帰
}
m
ボ
イ
コ
Y
ト
帰
還
の
意
味
s
す
る
こ
と
に
お
い
て
"
絢
爛
豪
華
な
蘭
が
手

中
で
全
く
意
味
の
な
い
も
の
と
化
す
光
景
が
描
か
れ
た
K
|
蘭
刈
人
夫
}
は
ス
ト
ラ

イ
キ
の
憂
鬱
が
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
K 

ど
れ
も
岡
山
の
農
村
や
都
市
の
情
景
な
ど
を
対
象
と
し
て
"
印
象
的
な
一
瞬
が

記
録
さ
れ
て
い
る
K
こ
う
し
た
企
画
の
ス
ケ
Y
チ
と
い
う
短
い
作
品
に
よ
り
"
大
衆

参
加
で
き
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
形
式
に
進
化
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
K 

j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
の
作
品
は
地
方
文
学
と
言
え
る
が
"
同
時
に
形
式
と
し
て

は
全
国
的
な
文
学
史
の
流
れ
に
し
た
が
_
た
も
の
で
あ
_
た
K
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
に
よ
る
全
国
各
地
の
ア
マ
チ
‘
ア
文
学
へ
の
注
視
が
あ
_
た
K
作
家
同
盟
岡
山

支
部
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
形
式
の
適
用
が
地
方
の
風
景
に
お
い
て
可
能
か
ど

う
か
の
実
験
場
で
あ
_
た
と
言
え
よ
う
K 

j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
の
表
象
は
"
作
家
同
盟
解
散
以
降
"
独
自
に
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
を
継
続
し
"
新
た
な
形
式
を
試
み
"
地
方
の
葛
藤
を
描
い
て
い
る
と
言
え
よ

う
K 

 

五
"
お
わ
り
に 

  

こ
れ
ま
で
岡
山
支
部
の
成
立
の
歴
史
と
j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
の
確
認
で
き
る
内

容
を
見
て
き
た
K
j
鋲
l
や
j
中
国
文
芸
l
は
作
家
同
盟
解
散
以
降
の
年
次
に
発
表

さ
れ
て
い
る
K
岡
山
支
部
の
活
動
は
党
の
指
示
が
あ
_
た
と
は
考
え
に
く
く
"
む
し

ろ
"
j
詩
精
神
l
や
j
文
学
評
論
l
な
ど
の
"
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
ネ
Y
ト
ワ
+

ク
が
生
か
さ
れ
た
結
果
で
あ
_
た
K 

中
央
で
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
"
転
向
し
か
な
か
_
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
"

地
方
ア
マ
チ
‘
ア
サ
+
ク
ル
で
は
ま
だ
存
続
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
K 

 

ま
た
"
後
の
記
録
文
学
と
も
ジ
d
ン
ル
を
重
ね
て
い
る
"
|
ス
ケ
Y
チ
文
学
}
が

試
み
ら
れ
た
K
こ
れ
は
j
文
章
世
界
l
な
ど
の
投
稿
と
一
九
五
〇
年
代
の
映
像
記
録
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を
結
ぶ
ミ
Y
シ
ン
グ･

リ
ン
ク
に
な
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
K 

 

j
鋲
l
j
中
国
文
芸
l
に
表
象
さ
れ
た
地
方
性
と
は
"
あ
く
ま
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
の
価
値
観
に
よ
る
も
の
で
あ
り
"
地
主
の
封
建
制
度
批
判
が
中
心
で
あ
_
た
K

し
か
し
"
楽
観
的
に
地
方
を
描
く
の
で
は
な
く
"
葛
藤
を
内
包
し
た
地
域
と
し
て
の

表
象
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
は
成
果
で
あ
ろ
う
K 

 

一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
誌
は
"
中
央
と
地
方
の
相
互
乗
り
入
れ
の
場
で
あ
_

た
K
そ
れ
は
日
本
文
学
全
体
の
問
題
で
あ
り
"
同
時
に
地
方
文
学
で
あ
_
た
K
日
本

文
学
が
地
方
や
ア
マ
チ
‘
ア
を
問
題
と
し
た
時
期
で
あ
_
た
K
一
九
三
〇
年
代
と

は
"
ア
マ
チ
‘
ア
や
ロ
+
カ
ル
な
作
家
に
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
た
一
時
期
で
あ
_

た
K
一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
活
動
の
大
衆
へ
の
全
体
性
は
フ
¬
シ
ズ
ム
に
通
じ

て
い
な
く
は
な
い
K
一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
活
動
の
参
加
者
は
"
後
に
個
人
と
し

て
は
フ
¬
シ
ズ
ム
の
礼
賛
者
と
し
て
の
記
録
を
残
す
こ
と
が
多
い
K
一
九
三
〇
年

代
サ
+
ク
ル
活
動
で
は
全
く
知
識
人
役
割
は
定
義
さ
れ
な
か
_
た
K
全
く
の
大
衆

と
の
同
一
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
K
一
九
三
〇
年
代
サ
+
ク
ル
活
動
の
参
加
者

の
全
面
的
転
向
の
要
因
は
"
大
衆
と
の
距
離
感
や
一
体
感
の
質
的
差
異
に
よ
る
K
や

が
て
戦
後
民
主
主
義
的
な
知
識
人
主
体
と
し
て
再
び
文
学
者
が
見
出
さ
れ
"
大
衆

と
の
溝
は
深
く
な
る
K
一
九
三
〇
年
代
に
は
"
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
方
針
と
し
て

の
地
方
へ
の
注
視
が
あ
_
た
K
そ
の
よ
う
な
形
で
な
け
れ
ば
"
地
方
文
学
と
い
う
も

の
は
お
よ
そ
文
学
史
に
立
ち
現
れ
な
か
_
た
で
あ
ろ
う
K 

 注 !
１
#
四
・
一
六
事
件
と
は
,
一
九
二
九
年
四
月
十
六
日
に
お
け
る
日
本
共
産
党
に
対
す
る
一

斉
検
挙
で
あ
る
B
こ
の
日
,
共
産
党
関
係
者
３
０
０
人
が
１
道
３
府
２
４
県
に
お
い
て

一
斉
に
検
挙
さ
れ
た
B
鍋
山
貞
親
,
三
田
村
四
郎
,
佐
野
学
が
逮
捕
さ
れ
,
中
央
委
員

を
含
む
全
国
の
活
動
家
が
逮
捕
さ
れ
た
B
!
o
社
会
・
労
働
運
動
大
年
表
w
労
働
旬
報

社
,
一
九
九
五
年
六
月
参
照
B
# 

!
２
#
森
田
綾
雄 

一
九
〇
〇―

？ 

大
正
時
代
か
ら
の
岡
山
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の

同
人
B
岡
山
県
久
米
郡
久
米
町
生
B
大
阪
の
桃
山
中
学
,
関
西
大
学
専
門
部
な
ど
で
学

ぶ
B
関
西
で
江
商
の
メ
リ
ヤ
ス
部
に
勤
務
し
て
い
た
が
,
心
臓
を
悪
く
し
て
帰
郷
B
一

九
二
二
年
地
元
の
ア
ナ
キ
ス
ト
仲
間
と
文
芸
講
演
会
を
開
い
て
好
評
を
呼
ぶ
B
一
九
二

四
年
,
岡
山
無
名
作
家
連
盟
を
樹
立
B
ま
も
な
く
上
京
し
,
日
露
芸
術
協
会
の
事
務
員

と
し
て
働
き
な
が
ら
,
吉
行
エ
イ
ス
ケ
や
辻
潤
と
交
流
B
ま
た
も
体
調
を
悪
く
し
て
帰

郷
B
岡
山
作
家
同
盟
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
B
!
水
野
秋
o
岡
山

県
社
会
運
動
史
８ 

暗
い
谷
間
で
w
労
働
教
育
セ
ン
タ
‚
,
一
九
七
八
年
十
月
参
照
#
B 

!
３
#
岡
一
太 

岡
山
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
の
代
表
的
人
物
B
一
九
二
〇
年
,
岡
山
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
会
設
立
B
一
九
三
一
年
,
ポ
エ
ウ
岡
山
支
部
設
立
B
当
時
,
関
西
中
学
校
で
作
文

の
教
師
を
し
て
い
た
B
機
関
誌
oA

M
IK

O

w
な
ど
を
発
行
す
る
B
モ
Ù
プ
ル
!
赤
色
救

援
会
#
岡
山
支
部
再
編
に
尽
力
B
戦
後
も
語
学
教
育
の
普
及
に
尽
力
す
る
B
!
水
野
秋

o
岡
山
県
社
会
運
動
史
８
w
前
掲
# 

!
４
#
松
崎
竜
一 

全
協
の
オ
ル
グ
松
崎
久
馬
次
の
弟
B
文
化
活
動
に
興
味
を
示
し
,
岡
山
プ

ロ
キ
ノ
同
盟
発
足
当
時
の
ト
Ù
プ
の
一
人
で
あ
4
た
B
!
水
野
秋
o
岡
山
県
社
会
運
動

史
８
w
前
掲
# 

!
５
#
同
前
峯
男 

一
八
九
一―

？ 

都
窪
群
の
出
身
B
両
親
と
死
別
し
,
困
窮
B
岡
山
二
中

に
進
学
B
村
役
場
に
入
る
B
岡
山
プ
ロ
キ
ノ
の
運
動
に
参
加
B
小
説
も
執
筆
B
戦
後
,

玉
野
職
業
安
定
所
長
B
!
水
野
秋
o
岡
山
県
社
会
運
動
史
８
w
前
掲
B
# 

!
６
#
岡
本
武
夫 

片
岡
鉄
兵
の
弟
子
で
中
央
と
岡
山
を
結
び
つ
け
,
岡
山
支
部
を
発
足
さ
せ

た
人
物
B
岡
山
の
演
劇
サ
‚
ク
ル
員
だ
4
た
宇
原
新
次
は
d
文
化
運
動
の
思
い
出 

前

線
座
の
公
演
活
動
i
!
o
岡
山
県
社
会
運
動
史
研
究
会
会
報
w
一
九
八
五
年
八
月
第
十
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四
号
#
に
お
い
て
,
当
時
の
芝
居
の
総
括
会
議
に
お
い
て
,
d
岡
本
武
夫
が
d
わ
し
も

や
ら
れ
て
の
う
i
と
,
さ
も
大
者
ら
し
く
云
4
た
の
で
あ
る
が
,
そ
の
発
言
を
聞
い
て
,

腹
の
真
底
か
ら
怒
が
こ
み
あ
げ
た
の
で
あ
る
B
岡
本
武
夫
は
当
時
d
ナ
ル
プ
i
の
活
動

家
で
は
あ
4
た
B
し
か
し
,
そ
の
よ
う
な
安
4
ぽ
い
子
供
じ
み
た
英
雄
主
義
？
が
横
行

し
て
い
た
i
と
回
想
し
て
い
る
B
地
方
サ
‚
ク
ル
と
中
央
へ
進
出
し
よ
う
と
す
る
岡
本

武
夫
と
の
間
で
軋
轢
が
あ
4
た
の
だ
ろ
う
B 

!
７
#
小
野
治
夫 

東
洋
文
化
大
学
教
授
小
野
民
樹
の
父
親
B
岡
山
県
の
藤
田
農
場
争
議
に
参

加
B
小
野
民
樹
の
回
想
が
d
吉
備
び
と
i
!
o
映
像
文
化
の
未
来
を
考
え
る 

シ
ネ
リ

テ
ラ
シ
‚
w
第
一
巻
第
一
号
,
早
美
出
版
社
,
二
〇
〇
九
年
九
月
#
に
残
る
B 

!
８
#
槙
本
楠
郎 

一
八
九
八―

一
九
五
六 

岡
山
生
B
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
話
作
家
B
作
家
同

盟
員
B
o
詩
精
神
w
同
人
B
早
稲
田
大
学
予
科
を
中
退
B
一
九
二
八
年
作
家
同
盟
に
加

盟
B
一
九
三
二
年
,
弾
圧
の
強
化
に
よ
4
て
脱
退
B
著
名
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
話
作
家

で
あ
り
,
著
名
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
話
評
論
家
で
あ
4
た
B
帰
郷
し
て
岡
山
支
部
に
参

加
B
主
要
著
作
に
o
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
の
諸
問
題
w
な
ど
が
あ
る
B
!
o
近
代

日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
w
日
外
ア
ソ
シ
エ
‚
ツ
,
一
九
九
七
年
一
月
参
照
B
# 

!
９
#
田
中
英
士
B
後
に
中
央
で
活
躍
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
家
B
ド
イ
ツ
で
も
作
品
が
翻

訳
さ
れ
て
い
た
B
和
田
崇
に
よ
る
科
研
費
研
究
d
戦
前
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
の
翻
訳
と
受
容
i
が
あ
る
B 

!
１
０
#
d
ナ
ル
プ
i
と
は
作
家
同
盟
!
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｐ
#
の
略
称
B 

 

!
ま
ん
だ 

け
い
た
# 
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